
農村ファンの拡大

◆実施体制
多摩地域の農産物の流通・販売を行う「(株)エマ
リコくにたち」と青壮年農業者、農業体験活動を
行うNPO等が連携して事業を実施。

◆取組内容・効果
①みどり戦略TOKYO農業サロン
循環型農業、有機農業等に関心のある農業者が
先輩農業者の圃場で実習しながら、技術を学ぶ。
②イートローカル探検隊・マルシェの開催
座学講習や名人農家での援農を通じて、食に関
心のある都市住民を都市農家の「中間支援層」と
して育成し、マルシェのボランティアにも参加。
③子ども向け食育BOXの販売・送付
食育宅配BOX「農くる！」は、親子で楽しみな
がら地元の農業や野菜について学べることを目的
に開発し、小さな子どもがいる家庭に宅配便にて
送付。

＜現状＞
・多摩地域では、生産緑地をはじめとした都
市農地が比較的残されている。
・行政や農業者は、都市農地維持に対する危
機感が強い。
・また、多摩地域は地産地消が盛んで、地域
住民の都市農業の認知度が高いため、高齢
者を中心とした援農ボランティアも多い。

＜課題＞
・みどりの食料システム戦略で有機農業の拡
大がうたわれているが、農業者は日々の農
業経営に追われ、持続可能な農業や有機農
業について、学習する時間がない。

・農業者は「東京都GAP」などの認証を取得
しているが、農産物の販売価格に転嫁でき
ていない。

食育BOX「農くる！」（野菜の解説・野菜の生産者・レシピ）

事業の背景 取組概要

株式会社 エマリコくにたち
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東京都 多摩エリア
みどり戦略TOKYO農業サロンの様子 イートローカル探検隊の様子

マルシェの様子

モデル支援型02

都市農業地域共生推進等支援事業

有機農業の担い手と都市農業を支える都市住民の育成を目指す！




